
N
A

R
O

 

ヨーロッパで実用化されているＡＩ、ＩｏＴ等活用先進的実態

（ＡＩ、ＩｏＴ等活用畜産先進モデル調査事業）

デンマーク調査報告

農研機構畜産研究部門 中久保 亮

令和２年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会
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デンマークの概要

• 国土面積は北海道の半分

• 人口は北海道とほぼ同等 580万人

• 食料自給率300％（生産額ベース）

• 農産物の2/3を輸出

外務省HPより引用：https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol157/index.html
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デンマーク酪農の概要

• 3000家族経営酪農場

• 経産牛1頭当たりの年間乳量9500(kg/
年) 日本8600(kg/年)

• 約10%が有機酪農（国内消費の20％
が有機牛乳）

• 農場の平均経産牛頭数：190頭（50－
2000）北海道78頭、都府県41頭

• ホルスタイン種(72%)、ジャージー
(14%)、デニッシュレッド
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デンマーク酪農データベース（Danish Cattle Database）加入率100%

SEGES公開資料より引用：https://japan.um.dk/~/media/japan/documents/obihiro%20ppt/ppt%20seges%20japansk.pdf?la=ja
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ICタグによる個体識別（左耳）

デンマークの個体識別：牛群検定の効
率化のため普及

ICタグ(耳標)
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酪農管理システムDMSによるデータ活用



6

牛群管理

SEGES公開資料より引用：

https://mejeritekniskselskab.dk/sites/default/files/dms/Seminarprogrammer/lars_arne_hjort_nielsen_industry40_collection_and_use_of_data.pdf
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飼養管理の見える化

SEGES公開資料より引用：

https://mejeritekniskselskab.dk/sites/default/files/dms/Seminarprogrammer/lars_arne_hjort_nielsen_industry40_collection_and_use_of_data.pdf

乳生産

繁殖管理

健康管理

飼料管理
比較条件を任意選択（地域、飼養頭
数、搾乳方法等、100項目以上）

利用頻度は？

・毎日1500人が利用
・週3100人が利用
・農業アドバイザー110人
・獣医師230人
・人工授精士150人
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飼料の管理：生産から給与まで

SEGES公開資料より引用：

https://mejeritekniskselskab.dk/sites/default/files/dms/Seminarprogrammer/lars_arne_hjort_nielsen_industry40_collection_and_use_of_data.pdf

• コントラクターへの委託をみえる化

• 天候・土壌・飼料品質・飼料効率のデータ蓄積
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データベース活用によ
り、デンマーク酪農は
強くなったのか？？

平
均
乳
量
（

kg
/頭

/年
）

デンマーク

日本

・品種改良速度の向上
・飼養管理レベルの底上げ
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• 2008年に搾乳ロボットを導入して175頭から470頭まで規模拡大

• 糞尿の農地還元についての制限や農場周辺の環境規制が厳しいため、規模
拡大ではなく、牛群管理・生産乳量の改善に注力

• 重労働の低減による優秀な従業員の確保が搾乳ロボット導入の動機



11

酪農管理システム（DMS）の活用実態

• レリー社製搾乳ロボット７台→レリー社の牛群管理システムを活用

• 損耗率（死亡率）等のチェックのため、DMSは必須

• パーラー搾乳の場合は、DMS単独活用で十分

• 損耗率はアニマルウェルフェアの簡易指標（農業アドバイザリーセンター）

• ベンチマークを1回/月の頻度で実施

• 牛の購入・売却の際に、健康状態、乳量、病歴等の履歴をチェック

• 統計解析により開発された信頼性の高い生産乳量予測

• 農場のキャッシュフロー予測が可能

• 銀行からの資金の借入や返済計画の策定が非常にスムーズ
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• 搾乳240頭

• 投薬に獣医師の診断が必須（有機）

• 乳房炎に罹患した際の関連コストは慣行
酪農の10倍

• 乳房炎等の疾病低減に重点を置いた経営

• デンマークレッド種, ホルスタイン種、モ
ンベリアード種のクロスブリーディング
による牛群改良

• 過去12ヶ月の乳房炎発生は２症例のみ
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酪農管理システム（DMS）の活用実態

• データベース情報が疾病低減のためのクロスブリーディングに有用

• 特に飼養管理手法等を変更する際に、その改善効果を経時的・相対的
に評価するためにベンチマークを活用

• 生産乳量予測と市場動向等から飼料コストを調整する等、キャッシュ
フロー改善の面でも利便性が高い

• 週１回の従業員ミーティングにおけるディスカッションやPDCA方針の
決定にも活用



15

データベース活用のコスト負担

• データベース導入当初（30年前）は政府による支援

• データベース運用コストの95％は酪農家などの利用者が支出

35.9DKK /頭/年（610円）

• 主要なユーザーインターフェースである飼養管理システム（DMS）は

初期費用（ソフト購入費）2,000DKK（34,000円）

年間使用料1,765DKK（30,000円）

生産動物単位（livestock unit）あたり4.22DKK/unit（72円/unit）

• 個体識別のためのICタグは、１個40DKK（送料、登録料、税込み680円）
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個体識別情報や投薬履歴等、法律に
より記録が義務付けられているデー

タ群が統合

デンマーク環境・食糧省との連携

コスト・労力面で酪農家の理解を得

られやすかった

実用的なユーザーインターフェース

、飼養管理ソフト

01
個人経営3000酪農場

SEGES、Arla、Viking Genetics すべて

酪農家が所有

意見をまとめやすい

協同組合の歴史が古い

酪農は輸出産業、酪農家の利害関係

が一致

02
乳業メーカーArla の GAPとの連携＝

Win-Winな協力体制

レリー・デラバル等搾乳機械メー
カーの飼養管理システムやモーショ

ンセンサ等とのデータ連携

銀行の果たした役割も大きい
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データベース活用のポイント

日本での活用可能性は地域単位でのデータベース化？
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GAP

アニマル
ウェル
フェア

高付加
価値化

国際競争
力の強化

高効率化

疾病管理

農場
見える化

コンプラ
イアンス

データベースによる俯瞰化がスマート畜産の鍵！

省コスト化


